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要 旨

既設の交換設備との共存性および経済性などの要求から,通話路系装置には多くの電磁系部品が使用されて

おり,かつIC,トランジスタなどの電子部品と混載されている｡動作電力および動作速度の異なるこれらの

部品の特長をどのように生かすかが,通話路系装置の設計に当たって重要なポイントとなる｡

路系装置の概要およぴシステムを構成する各装置の動作について述べる｡

ラインリンク用賀 トラ

1.緒 白

電子交換機の通話路系装置は,中央処理装置からの制御指令を受

けて通話接続路を設定し,選択信号の受信,送出を行なうとともに

加入者の通話線を所定の状態に設定して通話の継続,終了を監視す

る｡このように既設の交換設備との共存性および装置規模が加入者

端子数に比例することにより経済性が強く要求されるため,通話路

系装置にはIC,トランジスタなどの電子部品のほかに,リレー,

スイッチなどの電磁系部品が数多く使用されている｡動作電力,動

作速度が異なるこれらの部品のそれぞれの特長を最大限に生かすこ

とが,通話路系装置を最適設計するに当たって方式,回路および装

枚設計上の最大のポイントとなる｡

昭和39年以来,日本電信電話公社電気通信研究所を中心に,日本

電気株式会社,沖電気工業株式会社,富士通株式会社および株式会

社日立製作所が共同してDEX-1およびDEX-2電子交換枚を開発

してきた｡本文ではDEX-2電子交換機を中心に通話路系装置の概

要およびシステムを構成する各装置の動作について述べる｡

2.通話路系装置の概要

2.1構成および機能

通話路系装置のシステム構成を図lに示す｡これらは機能上(1)

通話路網(2)通話路制御共通装置および(3)トランクから成る｡表

1はそれぞれの装置の構成と擬能を示したものである｡

2.2 特 長

(1)小形クロスバスイッチのオフノーマル接点により,スイッ

チ制御時にウェット動作(接点で電流を開閉する)を行なわせ,

交換処理を簡略化してCCの処理能力の向上を図っている｡

(2)新たに小形部品(リレー,線輪,コンデンサなど)を開発

し,ICを積極的に導入して装置の小形,軽量化を図る一方,強

制空冷による高密度実装を採用して架列長の減少を因っている｡

(3)架間接続にカードコネクタを使用し,ケーブル先流しによ

る工事期間の短縮を図っている｡

(4)各種装置の駆動回路は集中実装され(装置群ごとに予備1

装置),駆動電力は被駆動部との架問に伝送される｡

(5)CCは一般のデータ処理装置として汎用性を持たせ,電話

交換用としては通話路制御共通装置により情報を変換する｡

3.通 話 路 網

DEX-2電子交換枚の通話路網の構成を図2に示す｡入側8個,出
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囲1 通話路系装置の構成

表1 通話路系装置の構成と機能

種 別l 構 成 l 機 能

通話路網

通話路制御

共通装置

ト ラ ンク

ラインリンク(基本/補充)用架およびト

ランクリンク用架から成り,ライン回路に

関連するLSCNをとう載する｡通話路ス

イッチおよび駆動路選択のためのパスセレ

クションリレー(PSR)は主通話路網の基

本単位ごとにグリッド板に実装され,リン

ク用架に着脱可能である｡

8段接続構成の主通話路網

を形成し,通話路制御共通装

置からの制御により加入者の

発呼検出および

(1)加入者¶トランク

(2)トランクートランク

相互間の接続路の設定/開放

を行なう｡

通話路制御共通用架(A架,B架)にCC

からの情報受信分配部,通話路保守用回路

ならびに通話路網,走査装置およぴSDな

どの各駆動回路をとう載する｡

通話路システムの共通制御

部として,CCとの間のイン

タフェースを構成し,各種の

制御情報の授受を行なう｡

トランク用架にトランク,TSCNおよ

びSDを実装し,そのはか局間信号のため

の名種のMF機器(発振許,受信器)をとう

載する｡トランクは原則として4回路ごと

に/くッケージ実装とし,トランク用架に着

脱可能とする｡

加入者および局間中細線か

ら選択信号の授受を行ない,

通話状態を制御,監視する｡
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側8個の無電流機械保持形小形クロスバスイッチ

(入線8,出線8)から成る2段接続完全リンク

(入線64,出線64)をグリッドと呼び,通話路網の

方式上および装機上の基本構成単位としている｡

DEX【2電子交換機では最大16個のLLNと

TLNとを相互にジャンクタで接続して8段接続

の主通話路網を構成する｡扱いうる呼量はLLN,

TLNともに1ネットワークあたり427アーラン

であり,LLNの1次スイッチの出側を複式接続す

ることにより,2:1～8:1の集線比を得ることが

できる｡

4.通話路制御共通装置突

通話路制御共通装置架(NTCF)はA,B2架か

ら成る(図3)｡

4.1通話路制御共通装置

A架に実装されている各装置の機能は次のとお

りである｡

(1)信号受信分配部(SRD) CCからの情

報をケーブルレシーバ(CR)から2進符号で受

信,蓄積し装置番号による装置の識別,その他

各種のチェックを行なって各駆動回路に必要な

情報を送出する｡サイクルタイム4/∠ざで32,000

端子まで制御可能である｡

(2)通話路保守用信号分配部(NSD)SRD,

SC,SCNおよびSDの初期設定,予備装置へ

の切換など緊急度の高い保守上の制御信号を分

配する｡サイクルタイムi･土4."s｡

(3)通話路保守用走査部(NSCN一) A,B

架内の各装置の状態をケーブルドライバ(-cD)
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経由でCCに送出する｡

(4)走査装置および信号分配装置駆動回路(SCNDV,SDDV.)

SCNおよびSDへの情報を架問転送するための高電力駆動回路

で,A架に集中実装される｡

(5)SCクロック部(CLK) SCの制御用クロック(水晶振

動子使用)を発生し,A架からB架内の各SCに分配する｡

4.2 通話路駆動装置

SCほ通話網の制御およびトランク内のSリレーの制御を行なう｡

LSCは2LLN当たり1個,TSCほ2TLN当たり1個設備され,ト

ランク内のSリレー(SR)制御はTSCが行なう｡

4.2.1動 作

SCの動作タイムチャートを図4に示す｡SCの動作サイクルタ

イムは公称12∽ざであるが,ソフトウェア処理によりCC指令送

駅動回路
1回路当り
拡大一iE流

にゴミホ

周4 SCの タ イ ム チ ャ ート

出周期が平均0.5椚ざのばらつきを持つため11タ柁ざで次の指令を

受信できるように設計した｡しかし,SCの1回の動作は図から

わかるようにSC自身が復旧するまでに12.257朔5,PSRの復旧時

間も入れると15〝‡5かかるため,1シーケンスの完了以前に次の

シーケンスを開始できるようにした｡すなわちStatus STOが

リセットされる10.75ク乃5以後,SCほ新しい指令を受信可能とな

り,その後ほStatusSTIによりSCの動作がなお続行しているこ

とを表示する｡

SCのタイムチャートは小形クロスバスイッチの動作原理と上

記の動作シーケンス重ね合わせのため,かなり複雑になっている｡

4.2.2 富区動回路の構成

通話路網を駆動するためには,図4に示すような高電圧,大電
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表2 入トランクの通話特性

+

表蒜]

PSR

帥

+▲48V

項 目 周波数(托z)l夏＋♂(dB)l規格(dB)

300!0.75±0.06葛

1,500

竜三
0.10±0.01

通 話 減 衰 量

忘ソ吉ヂ諾撃芸十芸
42.0±1.30

99.2±2.71

1.0以下

0.3以下

30以上

75以上

A

(a)

注:()内は後面ゲート部の名称を示す｡

流かつ長時間幅のパルスを発生する必要がある｡このためPSRと

SRの駆動回路(DV)にほ大電力トランジスタを,スイッチのDV

にはサイリスタを使用し,論理信号を最終段のスイッチング素子

に印加する部分は交流結合とした｡そして正弦波を整流してトラ

ンジスタのベース電流やサイリスタのゲート点弧電流を得る回路

形式を採用して小形化を図った｡

図5はPSRDVの回路構成である｡論理レベル信号はGTAお

よぴGTI主によって10V程度の交流信号に変換されてPSRDVの

入力として加えられる｡PSRDVをマトリックス状に配列して

GTA,GTBで選択駆動することによりPSRDVの前段の回路数

の減少を因っている｡

5.トランク用架

図dはトランク用架(TRKF)の外観を示したものである｡･

5.1ト ラ ン ク(TRK)

代表的な入トランクの外観を図7に示す｡

(1)トランクの単能化 トランクは用途ごとに瞭能を分離し

て単能化し,回路の簡略化と使用能率の向上を因っている｡

(2)制御方式 呼の接続階梯に応じてトランクを所要の回路

状態に切り換えるために,CCからの制御ポイソトが設けられて

おり(1ボインりトランク),通話路網を介した接続路の設定/開

放時にTSCを経由して制御を行なう｡

(3)性能 代表的な入トランクの通話特性を表2i･こ示す｡

5.2 トランク走査装置(TSCN)

ブロック構成を図8に示す｡CCはTSCNを叫5週期で逐次走

査し,2,048ポイントの通話監視情報を収集する｡

(1)動作 CCのワード処理方式にあわせて,MTXは64行

×32ビット構成となっている｡CCはⅩ(1/16),Y(1/4)指定によ

り,RDCRで1/64行を選択してMTXを駆動する｡その行に収容

されている32トランクの通話監視リレー接点の閉成/開放に応じ

た読取情報が得られる｡読取情報ほストローブパルスによりSA

内でサンプリングされ,波形整形されたのちASW信号とともに

CCに送られる｡ASW信号は動作の正常性を示す｡

(2)性能 TSCNのアクセスタイムは,2･84〃S(測定値)で
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ある｡また読取情報の､､0′′,､､1′′信号は,ストローブパルス位置

でしきい値Eに対しじゅうぷんマージンがある(図8(b)参照)｡
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5.3 信号分配装置(SD)

信号分配装置のブロック構成ほ図9に示すとおりである｡SDは

各種トランク内の256個の被制御ポイント 川レー/電子回路)を駆

動して,局問選択信号,課金パルスの送H-1制御などを行なう｡

(1)動作 CCの群処理方式にあわせて,MTXは16行×16

ビット構成となっている｡CCは行(1/16)とパターン(16)指定に

よりMTXを駆動し,同時i･こ1行16ビットの被制御ポイントの動

作,復旧,保持の制御を行なうこ タイミソグ回路により,指定した

行に属する16の被制御ポイントを一旦全部リセットしてから約

0.5/∠5後にパターン指定(動作=､､1′′,不動作=1､0′′)を行なう｡

MTXはフリッププロップ構成なので被制御リレーの動作/復旧

時間とほ無関係に各行を4J`ざごとに逐次駆動できる｡ASW信号

は,動作の正常性を示す｡

(2)性能 SDの動作サイクルタイムは2.05/Jざ(測定値)で

ある｡また,ASW信号のアクセスタイムほ約3.19/J5である｡

る.装 機

d.1構 造

局舎条件,増設性,保守性,論理遅延からの布線長制限および床

面利用率などから架の構造を決め,さらに取換単位,寸法基準,プ

リント板寸法およびコネクタなどから架内の実装法を決定した｡

d.1.1電子回路パッケージの実装

架にとう載した際の放熱効果,実装効率を検討L,図10に示

す構造を採用している｡パッケージの重量はそう入時のガイドを

兼ねたシェルフでささえ,また電気的要求によりコネクタのピン

側にSL板を設け,コネクタを取付板にネジ止めしたうえでSL

板とピンの一部とをはんだ付け接続している｡

d.1.2 トランク/くッケージの構造

1パッケージ当たり4回路を収容するために電子回路パッケー

ジ用コネクタ(56ピン)を使用した｡小形部品(リレー,クロスバ

スイッチ,線輪など)について寸法基準を決めて,部品の標準化

を図るとともに,布線密度が尤大になるのを防いだ｡また,パッ

ケージ全体をプリント基板にすることは耐熱性,強度,価格およ

びはんだフラックスのリレー接点に及ぼす影響などの点で問題が

あるため,総合的に評価して鋼板製がまさると判断し図7に示す

構造にしている｡コネクタとの接続部はプリント基板状にする必

要があり図11に示す構造を採用している｡

d.l.3 強 制 空 冷

電子回路の設計に当たっては架内温度上昇を15度以下として

いる｡そこで,部品の発熱量および通風抵抗などから必要風量,
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圧力を決定し,架内実装基準の寸法制限を考慮してファンユニッ

トを標準化した｡このファンユニット1個で約387Wを冷却可能

である｡通話路制御共通用架の最大発熱量は163W(計算値)で,

架内温度上昇は3.5度(測定値)となり,フアンを1個停止させた

状態でも8度(測定値)程度であった｡トランク用架も同じ基準で

設計し,ほぼ同様な結果を得た｡

d.2 布 線

コネクタピソ配列の高密度化およぴトランク部品などの小形化に

伴いラッピングツール用ビットを新たに開発するとともに,0.32

および0.4mmFEPナイロン線および0.4mmPVC綿巻線を採用し

て,モディファイドラッピングを実施している｡ICを使用した一

般論里巨回路では方式由,電気面および製造面からの要求を考慮した

布線基準を定め,これによりIC論理素子の雑音マージンを確保し

ている｡そのほか,雑音信号を発生しやすいあるいは影響を受けや

すい回路(走査装置の駆動線/制御線など)についてほ極力シールド

線あるいはより線を使用している｡

7.結 ロ

DEX-2電子交換機では通話路系装置全体の小形,軽量化に閲し,

はぼ当初の目標に達することができたが,一方,

(1)装置構成を容易にするため一部の部品規格をきびしく

した｡

(2)一部の保守,運用操作は従来と異なる方式を前提とした｡

(3)増設工事あるいは修理が困難な装置がある｡

(4)一部の部品,装置で価格や量産性を小形化の犠牲にした｡

などの問題点を残した｡今後,電子交換機の本格的実f目化期を迎

えるに当たり,部品の標準化,量産性および装置の増設性,保守,

運用の容易性を向上させ,さらに耐雑音性,異常トラヒックに対

する過負荷耐力などを実際の運用を通して評価していく必要があ

ると考える｡

終わりに臨み,終始懇切なご指導をいただいた日本電信電話公社

電気通信研究所吉田室長,都丸室長補佐をはじめ関係のかたがた,

ならびに共同開発に従事された日本電気株式会社,沖電気工業株式

会社および富士通株式会社の関係各位に感謝の意を表する｡
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